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日

号
外

ペ
ー
ジ

四
五
六

厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
三

十
六
条
第
一
項
各
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
利
率
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
〇

四

四
五
七

薬
事
法
第
二
条
第
五
項
か
ら

第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

高
度
管
理
医
療
機
器
、
管
理

医
療
機
器
及
び
一
般
医
療
機

器
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇

四

四
五
八

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用

医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品

質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省

令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
〇

五

四
五
九

薬
事
法
施
行
令
第
八
十
条
第

二
項
第
七
号
ハ
の
規
定
に
基

づ
き
特
別
の
注
意
を
要
す
る

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

の
指
定
す
る
高
度
管
理
医
療

機
器
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇

五

四
六
〇

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン

タ
ー
が
名
称
を
変
更
し
た
件

二
一

四

四
六
一

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン

タ
ー
が
同
条
第
二
項
に
規
定

す
る
業
務
を
行
う
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た

件

二
一

四

四
六
二

食
品
衛
生
法
施
行
令
に
基
づ

く
登
録
養
成
施
設
の
名
称
の

変
更
の
件

二
一

四

四
六
三

平
成
五
年
労
働
省
告
示
第
五

号
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法

施
行
規
則
第
二
十
九
条
の
四

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
職

業
訓
練
を
無
料
と
す
る
求
職

者
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
一
276

八
〇

四
六
四

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理

の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
短
時
間
労
働
者
雇
用
管

理
改
善
等
事
業
関
係
業
務
を

実
施
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
二

五

四
六
五

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理

の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
法
第
十
五
条
各
号

に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
法
人

を
指
定
し
た
件
等
を
廃
止
す

る
件

二
二

五

四
六
六

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育

児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労

働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
福
祉
関
係
業
務
を
実

施
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
二

五

四
六
七

育
児
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
法
第
二
十
四
条
各
号
に
掲

げ
る
業
務
を
行
う
法
人
を
指

定
し
た
件
等
を
廃
止
す
る
件

二
二

五

四
六
八

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ

た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染

さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る

た
め
の
業
務
等
に
係
る
電
離

放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
二

条
第
六
項
等
の
規
定
に
基
づ

く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

方
法
、
基
準
及
び
区
分
を
定

め
る
件

二
二
278

五
一

四
六
九

除
染
等
業
務
特
別
教
育
規
程

を
定
め
る
件

二
二
278

五
二

四
七
〇

薬
事
法
第
三
十
六
条
の
三
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
第
一
類
医
薬

品
及
び
第
二
類
医
薬
品
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六

四

四
七
一

薬
事
法
施
行
規
則
第
二
百
十

条
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き

特
別
の
注
意
を
要
す
る
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
第
二
類
医
薬
品
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六

五

四
七
二

薬
事
法
施
行
規
則
第
二
百
十

六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
同
令
第
二
百
九
条
の

二
及
び
第
二
百
十
条
第
五
号

に
規
定
す
る
表
示
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
要
し
な
い

期
間
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
期
間
を
定
め
る
件

二
六

六

四
七
三

食
品
衛
生
法
施
行
令
に
基
づ

く
登
録
養
成
施
設
の
所
在
地

の
変
更
の
件

二
六

六

四
七
四

地
方
厚
生
局
長
及
び
四
国
厚

生
支
局
長
が
行
う
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六

六

四
七
五

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り

在
宅
就
業
支
援
団
体
を
登
録

し
た
件

二
六

六

四
七
六

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
七
282

一
六

四
七
七

労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七

条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名
称

を
公
表
す
る
件

二
七
282

二
〇

四
七
八

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
相

談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び

都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援

事
業
の
提
供
体
制
の
整
備
並

び
に
自
立
支
援
給
付
及
び
地

域
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な

実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基

本
的
な
指
針
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
七
282

二
九

四
七
九

特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ

の
材
料
価
格
（
材
料
価
格
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
八

四

四
八
〇

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
施
設
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
八

五

四
八
一

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る

特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援

に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
計

画
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
八

五
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